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Abstract 本論文は、デジタル放送での情報配信実現に向けた活動のアクションリサーチ型論文である。

2011年7月のデジタル放送化に伴って、空いた放送波の帯域を利活用する事で、生活者の情報摂取
量の増加を目的とした、既存の放送サービスとは違った新しい情報配信を目指している。
具体的には、IP（インターネットプロトコル）を放送でもコンテンツデリバリープロトコルとし
て使うことで、放送波でもあらゆる情報コンテンツを、デジタルサイネージを含めたマルチデバ
イス向けの配信モデルである。
そこで実現に向けて、プラットフォームレイヤーのAMIO、放送波帯域レイヤーのIPDC、情報統
合環境のデジタルサイネージという3つのカテゴリーに分けて、それぞれプロジェクトを実践した
。
既に一部を切り取ったサービスや試みは存在するが、放送波の情報配信を包括的に取り組んでい
る事例は少なく、アカデミックなアプローチは国内外でも事例がない。
本研究がデジタル放送を利活用した情報配信の実現化や、生活者の情報摂取量の増加に関して、
少しでも貢献できることができれば、研究者冥利に尽きる次第である。
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修士論文2010 年度（平成22 年度） 

 

『デジタル放送波での情報配信の実現へ向けて』 

~生活者の情報摂取量の増加のために~ 

 
 
本論文は、デジタル放送での情報配信実現に向けた活動のアクションリサーチ型論

文である。 
 
2011年 7月のデジタル放送化に伴って、空いた放送波の帯域を利活用する事で、
生活者の情報摂取量の増加を目的とした、既存の放送サービスとは違った新しい情

報配信を目指している。 
 
具体的には、IP（インターネットプロトコル）を放送でもコンテンツデリバリープ
ロトコルとして使うことで、放送波でもあらゆる情報コンテンツを、デジタルサイ

ネージを含めたマルチデバイス向けの配信モデルである。 
 
そこで実現に向けて、プラットフォームレイヤーの AMIO、放送波帯域レイヤーの
IPDC、情報統合環境のデジタルサイネージという 3つのカテゴリーに分けて、そ
れぞれプロジェクトを実践した。 
 
既に一部を切り取ったサービスや試みは存在するが、放送波の情報配信を包括的に

取り組んでいる事例は少なく、アカデミックなアプローチは国内外でも事例がない。 
 
本研究がデジタル放送を利活用した情報配信の実現化や、生活者の情報摂取量の増

加に関して、少しでも貢献できることができれば、研究者冥利に尽きる次第である。 
 
 
キーワード 
デジタル放送波（放送波）、デジタルサイネージ、AMIO、IPDC、情報摂取量 
 
 
慶應義塾大学大学院 メディアデザイン研究科 
鎌田慎也        
          



 4 

 
Abstract of Master’s Thesis Academic Year 2010 
 
“ The Effort Toward the Realization Destribute 
Information by Broadcasting ” 
- For Making More Opportunity to Increase in the Peoples’ 
Intake of Daily Information -     
         
          
This thesis was written by the type of the action research, it is depend on some real 
projects of Distribute Information by Broadcasting. 

 
The writer is trying to make a new type delivery model come true by using unused 
space in broadcast wave. 
The purpose is making more opportunity to increase in the peoplesʼ intake of daily 
information. 
 
It is delivery model what delivers a lot of contents for multi devices include digital 
signage, especially by using IP for broadcast wave. 
 
I have conducted three projects AMIO project as a layer of platform, IPDC project as 
a layer of broadcasting and Digital Signage. 
 
There are some partial services and approaches bud there is not comprehensive 
experimentation. 
And there is no academic approach in the country and overseas. 
 
I hope to this thesis can make a contribution to realize the Destribute Information by 
Broadcasting. 
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Digital broadcasting, Digital Signage, AMIO, IPDC, the people's intake of daily 
information 
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